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３
月
31
日
現
在
、
皆
さ
ん
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

の
合
計
は
、
５
７
６
７
万
６
８

９
９
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
受
付
は
、
引
き
続

き
９
月
27
日
（木）
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
２
月
１
日
以
降
に
義
援
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
団
体
は
、

中
郷
会
と
文
化
団
体
連
盟
で
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▽
問
合
せ
　
総
務
課
庶
務
係
（
直

　
通
５
５
８
・
１
３
２
９
）

　
急
速
な
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
高
齢
者
に
関

す
る
福
祉
・
保
健
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
介
護
保
険
制
度
の
適

正
な
運
営
を
目
指
し
、
「
第
５

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

▽
計
画
の
趣
旨
と
期
間
　
こ
の

　
計
画
は
、
高
齢
社
会
に
お
け

　
る
様
々
な
問
題
に
対
応
す
る

　
た
め
、
福
祉
・
保
健
・
医
療

　
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提

　
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

　
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指

　
し
て
、
高
齢
者
福
祉
と
介
護

　
保
険
事
業
の
方
向
性
を
示
す

　
と
と
も
に
、
介
護
保
険
事
業

　
の
安
定
し
た
運
営
を
目
的

　
と
し
て
い
ま
す
。
計
画
期
間

　
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

　
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

　
す
。

▽
基
本
目
標
、
基
本
方
針
の
設

　
定
（
図
）
　
高
齢
者
保
健
福

　
祉
計
画
で
は
、
５
つ
の
基
本

　
目
標
を
掲
げ
、
高
齢
者
の
保

　
健
福
祉
計
画
を
推
進
し
ま

　
す
。
介
護
保
険
事
業
計
画
で

　
は
、
５
つ
の
基
本
方
針
を
定

　
め
、
介
護
保
険
事
業
を
推
進

　
し
ま
す
。

▽
介
護
保
険
料
の
改
定
　
65
歳

　
以
上
の
方
の
第
１
号
被
保
険

　
者
の
介
護
保
険
料
は
、
高
齢

　
者
人
口
や
要
介
護
認
定
者

　
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
見

　
込
み
量
な
ど
の
推
計
に
よ
り

　
算
定
さ
れ
ま
す
。
算
定
に
あ

　
た
っ
て
は
、
特
例
第
３
段
階

　
の
新
設
な
ど
に
よ
る
負
担
の

　
軽
減
を
図
り
、
負
担
能
力
に

　
応
じ
た
き
め
細
か
な
段
階
数

　
と
保
険
料
率
の
設
定
と
し
、

　
所
得
段
階
を
10
段
階
（
実
質

　
12
段
階
）
と
し
ま
し
た
。
ま

　
た
、
負
担
割
合
や
介
護
報
酬

　
の
改
定
に
伴
う
介
護
保
険
料

　
へ
の
影
響
額
に
つ
い
て
は
、

　
都
の
財
政
安
定
化
基
金
の
活

　
用
や
市
の
介
護
給
付
費
準
備

　
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
い
、

　
介
護
保
険
料
額
の
上
昇
を
抑

　
え
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
表
の
と
お
り

※
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
24
年

　
度
の
介
護
保
険
料
額
や
納
め

　
方
は
、
７
月
上
旬
に
決
定
し
、

　
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
計
画
書
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

　
ン
ト
の
内
容
の
閲
覧
方
法

　●

場
所
…
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

　
（
市
役
所
４
階
）
、
高
齢
者

　
支
援
課
、
五
日
市
出
張
所
、

　
中
央
公
民
館
、
市
内
各
図
書

　
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

　●

期
間
…
５
月
15
日
（火）
ま
で

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高

　
齢
者
支
援
係
・
介
護
保
険
係

　
（
直
通
５
５
８
・
１
９
６
９
）

　
市
で
は
、
暴
力
団
排
除
の
取

組
姿
勢
を
明
確
に
し
て
、
社
会

か
ら
の
暴
力
団
排
除
を
進
め
る

た
め
、
「
あ
き
る
野
市
暴
力
団

排
除
条
例
」
を
制
定
し
、
４
月

１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
23
年
10

月
１
日
の
東
京
都
暴
力
団
排
除

条
例
施
行
に
伴
い
制
定
し
た
も

の
で
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な

生
活
を
確
保
し
、
事
業
活
動
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
に

は
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
暴

力
団
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
条
例
の
基
本
理
念
　
暴
力
団

　
が
市
民
の
生
活
や
事
業
活
動

　
に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
存

　
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も

　
と
、
暴
力
団
と
交
際
し
な
い

　
こ
と
、
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

　
こ
と
、
暴
力
団
に
資
金
を
提

　
供
し
な
い
こ
と
、
暴
力
団
を

　
利
用
し
な
い
こ
と
を
基
本
と

　
し
て
、
市
、
市
民
、
事
業

　
者
、
警
察
な
ど
の
連
携
と
協

　
力
に
よ
り
暴
力
団
排
除
活
動

　
を
推
進
し
ま
す
。

▽
条
例
の
主
な
内
容

　●

市
は
市
民
や
警
察
な
ど
と
連

　
携
し
、
暴
力
団
排
除
活
動
を

　
推
進
し
ま
す
。

　●

市
民
と
事
業
者
は
、
暴
力
団

　
排
除
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

　
ま
す
。

　●

市
は
暴
力
団
か
ら
の
不
当
な

　
要
求
を
拒
否
し
、
必
要
な
措

　
置
を
と
り
ま
す
。

　●

市
は
市
が
行
う
契
約
に
、
暴

　
力
団
が
関
与
す
る
こ
と
を
排

　
除
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措

　
置
を
と
り
ま
す
。

　●

市
は
暴
力
団
に
公
共
施
設
を

　
利
用
さ
せ
ま
せ
ん
。

　●

市
は
市
民
な
ど
が
暴
力
団
排

　
除
活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深

　
め
ら
れ
る
よ
う
、
警
察
な
ど

　
と
連
携
し
、
広
報
と
啓
発
を

　
し
ま
す
。

　●

市
は
市
民
と
事
業
者
の
暴
力

　
団
排
除
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　●

市
は
青
少
年
が
暴
力
団
に
加

　
入
せ
ず
、
被
害
を
受
け
な
い

　
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係

　
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
の
学

生
で
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
基

準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
を

先
に
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
先
送
り
し
た
保
険
料
は
、
10

　
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
納
付
で

　
き
ま
す
（
追
納
）
。
た
だ
し
、

　
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
３

　
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

　
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険

　
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

　
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
　
日
本
年
金
機
構
か
ら

　
平
成
24
年
度
国
民
年
金
学
生

　
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が

　
き
）
が
届
か
な
い
方

※
平
成
23
年
度
分
の
学
生
納
付

　
特
例
制
度
の
申
請
を
し
て
い

　
な
い
方
は
、
４
月
27
日
（金）
が

　
申
請
期
限
で
す
（
在
学
中
は

　
毎
年
度
、
申
請
が
必
要
）
。

▽
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
は
ん

　
こ
、
学
生
証
か
在
学
証
明
書

　
（
卒
業
年
月
か
平
成
24
年
度

　
在
学
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

　
の
）

▽
申
請
・
問
合
せ

　●

保
険
年
金
課
年
金
係
、
五
日

　
市
出
張
所
市
民
総
合
窓
口
係

　
（
申
請
の
み
）

　●

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４

　
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

▽
対
象
児
童
　
市
内
に
住
所
が

　
あ
り
、
保
育
所
な
ど
に
通
所

　
し
て
い
る
児
童
で
、
病
気
の

　
回
復
期
に
あ
る
こ
と
か
ら
集

　
団
保
育
が
困
難
で
、
保
護
者

　
が
勤
務
な
ど
に
よ
り
家
庭
で

　
育
児
に
あ
た
る
こ
と
が
困
難

　
な
児
童
。

▽
期
間
　
原
則
と
し
て
７
日
以

　
内
（
特
別
な
理
由
が
あ
る
場

　
合
は
延
長
可
能
）

▽
実
施
施
設
　
秋
川
あ
す
な
ろ

　
保
育
園

▽
費
用
　
児
童
一
人
当
た
り
日

　
額
２
０
０
０
円

▽
申
込
み
　
秋
川
あ
す
な
ろ
保

　
育
園
病
後
児
保
育
室
（
☎
５

　
５
０
・
９
５
７
０
）

▽
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
子

　
育
て
支
援
係

東
日
本
大
震
災

義
援
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

再
び
受
付
期
間
を

　
　
　
延
長
し
ま
し
た

あ
き
る
野
市
暴
力
団
排
除

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

病
後
児
保
育
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

第１段階

所得段階 対象者
保険料

割合 月額 年額

第２段階

特例
第３段階
（新設）

21,600円1,800円0.419

21,600円1,800円0.419

28,800円2,400円0.558

34,800円2,900円0.675

生活保護受給者と住民税世帯非
課税の老齢福祉年金受給者

第５段階 56,400円4,700円1.093
本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が125万円未満の方

第10段階 102,000円8,500円1.977
本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が1000万円以上の方

世帯全員が住民税非課税で、本人の
前年の合計所得金額と前年の課税年
金収入額の合計が80万円以下の方

第６段階 64,800円5,400円1.256
本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が125万円以上200
万円未満の方

第７段階 80,400円6,700円1.558
本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が200万円以上400
万円未満の方

第８段階 88,800円7,400円1.721
本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が400万円以上700
万円未満の方

第９段階 94,800円7,900円1.837
本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が700万円以上1000
万円未満の方

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、本人の
前年の合計所得金額と前年の課税年
金収入額の合計が120万円を超える方

世帯全員が住民税非課税で、本
人の前年の合計所得金額と前年
の課税年金収入額の合計が80万
円を超えて120万円以下の方

特例
第４段階 42,000円3,500円0.814

世帯の誰かに住民税が課税され
ているが、本人は住民税非課税
で、本人の前年の合計所得金額
と前年の課税年金収入額の合計
が80万円以下の方

第４段階 51,600円4,300円1.000

世帯の誰かに住民税が課税され
ているが、本人は住民税非課税
で、本人の前年の合計所得金額
と前年の課税年金収入額の合計
が80万円を超える方

※合計所得金額とは、前年の収入金額から必要経費に相当する金額を控除した
　金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

図　基本目標・基本方針の体系

年齢に関わりなく輝き続けられる社会の実現
～支えられる世代から支え合う世代へ～

高齢者保健福祉計画 介護保険事業計画

将来目標

基本理念

目標１：介護予防と健康づくり
目標２：多様な社会参加の促進
目標３：高齢者の地域生活への
　　　　支援
目標４：連携と支え合いの仕組
　　　　みづくり
目標５：安心して住み続けられ
　　　　る生活環境の整備

○地域包括ケアシステムの構築
○介護予防・健康づくりの充実
○認知症ケアの充実
○介護サービス基盤の適正な整
　備と質の向上
○介護保険事業の適正な運営

基本目標 基本方針


